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踏
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葉
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。

　
二
句
目
、
朝
方
に
立
ち
込
め
て
い
た
靄
が
消
え
失
せ
る
と
、

目
の
覚
め
る
よ
う
な
青
葉
若
葉
の
小
原
の
深
い
渓
谷
。
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目
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こ
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話
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問農林課　☎22-1253

～地元農産物の魅力を発信～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～ 市内の農産物

直売所情報▶

羽山産直市場「わんこの家」
　「わんこの家」は、白川地区の国道113号沿いに位置し、
市内外からのお客さんで賑

にぎ
わっています。併設する食

堂では、地元の新鮮野菜を使った料理を食べることが
できますので、ぜひお越しください！
●営業時間　【直売所】毎週土・日　10:00～15:00
　　　　　　【食　堂】毎週土・日　11:00～14:00
●住所　白川犬卒都婆字岩ノ上32-2
　　　　☎090-7794-8640

▲オリジナルメニューで好
評の「うーごーあん」

▲地区名から名付けられた
「わんこの家」

子どもから大人まで
上郡山自治会「ふれあい花壇」植栽活動

　５月25日、国道113号線沿いにある「ふれ
あい花壇」で上郡山地域の皆さんによる植栽活
動が行われました。今回で10年目を迎えた活
動は、この日70人が参加。マリーゴールドや
サルビアの苗など1044株を植えました。高

たか
子
こ

会長は「通行する人たちに、色とりどりの花を
楽しんでもらいたい」と話してくれました。

来館者40万人達成！
こじゅうろうキッズランド来館者40万人記念セレモニー

　６月15日、こじゅうろうキッズランドの来
館者が40万人を達成しました。記念すべき40
万人目の来館者は仙台市泉区在住の鈴

すず
木
き
さん一

家。鈴木さんには年間ファミリーパスポートが
贈られました。今年の８月には６周年を迎える
こじゅうろうキッズランドに皆さんぜひ遊びに
来てください！

▲子どもから大人までみんなで協働作業！

まちをきれいに！
NECプラットフォームズ株式会社地域貢献活動

　６月７日、NECプラットフォームズ株式会
社白石事業所の皆さんが、白石事業所周辺の清
掃・美化活動を行いました。この取り組みは、
地域貢献の一環として毎年実施しています。こ
の日は、業務終了後に従業員など472人が参加。
草取りや植栽した50個のプランターを設置し、
白石事業所前の市道を花で彩りました。

▲植栽したプランターに水を掛ける参加者

▲40万人目の来館者となった鈴木さん一家と記念撮影！

防災力の強化を図る
白石市総合防災訓練

　６月９日、震度６弱の地震が発生した想定の
もと、総合防災訓練を実施しました。今回の訓
練では初めて、市内小中学校の児童・生徒が授
業日として参加。第一小学校では７年ぶりに消
防署・宮城県防災航空隊によるヘリコプターで
の救助訓練も行われました。本市では今後も訓
練を通じ、防災力の強化を図っていきます。

▲第一小学校で行われたヘリコプター救助訓練の様子
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


